
【
十
二
月
四
日
】

認
知
症
研
修
会
＆
福
祉
会
議

■
認
知
症
研
修
会

「
認
知
症
の
理
解
」
と
言
う
テ
ー
マ
で

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
菊
池
様
を

講
師
に
研
修
会
を
行
い
ま
し
た
。

認
知
症
は
ほ
ぼ
４
つ
の
型
が
あ
り
大

部
分
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
で
あ
る
こ

と
、
ま
た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
徴
的
な
症

状
、
認
知
症
の
人
と
接
す
る
と
き
の
心

構
え
、
認
知
症
あ
ん
し
ん
声
か
け
模
擬

訓
練
な
ど
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
ま
し

た
。

■
第
２
回
福
祉
会
議

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
討
論
し
、
粟
井
地

区
の
福
祉
課
題
を
洗
い
だ
し
ま
し
た
。

高
齢
化
と
人
口
減
少
に
起
因
す
る
課
題

は
、

年
前
に
検
討
し
た
課
題
と
大
差
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の
な
い
も
の
で
し
た
。
次
回
の
第
３
回
福
祉
会
議
で
今
回
の
ま
と
め
を
検
討

し
ま
す
。

■
「
ふ
れ
あ
い
の
集
い
」
の
反
省
を
し
ま
し
た
。
進
行
上
の
課
題
等
が
あ
り

ま
し
た
。
来
年
の
第

回
に
反
映
さ
せ
て
い
き
ま
す
。
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【
十
一
月
十
四
日
】

美
作
市
内
８
地
域
か
ら
集
約
し
た
美
作
市
へ
の
要
望
事
項
を
４
項
目
に

ま
と
め
た
要
望
書
を
市
長
に
提
出
し
ま
し
た
。

要
望
事
項
は
、
①
肥
料
価
格
高
騰
等
農

家
負
担
の
軽
減
と
農
業
存
続
に
向
け
、
負

担
額
の
助
成
。
②
経
済
対
策
と
し
て
、
全

世
帯
を
対
象
と
し
た
上
下
水
道
料
金
の

基
本
料
金
の
軽
減
。（
期
限
付
き
）
、
③
防

災
に
対
す
る
補
助
で
、
防
災
施
設
の
修

繕
、
消
防
機
庫
の
除
去
な
ど
現
在
の
補
助

制
度
で
は
対
応
で
き
な
い
内
容
も
あ
る

た
め
、
補
充
制
度
の
見
直
し
、
④
愛
育
委

員
、
栄
養
委
員
に
つ
い
て
、
各
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
体
系
、
人
数
、
出
役
（
報
酬
体

系
）
を
含
め
た
見
直
し
の
検
討
、
以
上
の

４
点
で
す
。
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【
十
一
月
十
三
日
】

■

非
常
呼
集
・
放
水
訓
練

消
火
栓
の
点
検

今
年
も
年
末
を
控
え
、
粟
井
分
団

（
小
林
誠
分
団
長
）
に
よ
る
非
常
呼

集
、
放
水
訓
練
、
消
火
栓
等
の
点
検
が

行
わ
れ
た
。

午
前
７
時
、
コ
ロ
ナ
禍
の
中
、

名
67

の
団
員
中

名
が
、
全
員
マ
ス
ク
着
用

38

で
の
実
施
と
な
っ
た
。

今
年
度
は
、
ま
だ
火
災
は
発
生
し

て
い
な
い
が
、
み
ん
な
で
十
分
注
意
し

た
い
。
た
き
火
は
要
注
意
。
野
焼
き
は

消
防
に
連
絡
し
、
水
を
用
意
し
、
複
数

人
で
行
う
。

一
人
ひ
と
り
が
自
覚
し
、
み
ん
な
の

目
で
粟
井
地
区
の
防
災
に
気
を
つ
け

て
い
き
た
い
。

【
十
一
月
二
十
六
日
】

粟
井
エ
ゴ
マ
の
会
は
会
員

名
で
の
ス
タ
ー
ト
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と
な
り
ま
し
た
。
美
作
市
エ
ゴ
マ
生
産
部
会
と
し
て

の
活
動
二
年
目
で
す
。
今
年
は
数
々
の
困
難
に
遭
遇

し
、
生
産
量
は
４
０
０
ｋ
ｇ
弱
と
な
り
ま
し
た
。
原
因

は
不
明
な
点
も
あ
り
ま
す
が
、
①
移
植
時
の
水
不

足
、
②
台
風
に
よ
る
幹
の
損
傷
、
③
排
水
不
良
に
よ

る
根
腐
れ
、
④
土
壌
管
理
不
足
に
よ
る
病
気
等
が
報

告
さ
れ
ま
し
た
。
植
物
は
日
々
の
管
理
が
大
切
で

す
。

＊
会
員
も
募
集
し
て
い
ま
す
。

曇天の中、整然と行われた訓練

【
十
一
月
十
二
日
】

■
も
ち
大
豆
の
収
穫

農
水
部
員
と
協
力
者

人
で
４
時
間
半

11

を
か
け
て
も
ち
大
豆
を
全
て
刈
り
倒
し
、
畑

で
乾
燥
さ
せ
る
た
め
島
立
に
し
ま
し
た
。
あ

ま
り
の
量
の
多
さ
に
た
め
息
を
つ
き
な
が
ら

も
人
数
の
力
、
汗
ま
み
れ
に
な
り
な
が
ら
作

業
を
終
え
ま
し
た
。

次
は
、
汎
用
コ
ン
バ
イ
ン
で
脱
こ
く
を
行

い
ま
す
。
年
末
ま
で
に
は
選
別
を
終
え
、
味
噌

づ
く
り
に
備
え
ま
す
。

■
役
員
会

【
十
一
月
二
十
七
日
】

◎
正
月
も
ち
の
餅
つ
き
受
託

月

日
か
ら

月

日
ま
で
に
作
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

11

29

12

16

◎
も
ち
大
豆
の
販
売
と
、
手
作
り
味
噌
の
予
約
受
付

月

日
か
ら

月

日
ま
で
に
作
東
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
へ

11

29

12

30

＊

日
ま
で
に
各
戸
に
注
文
票
を
配
布
し
ま
す
。

29

「
と
ん
ど
祭
り
」

日
時

令
和
五
年
一
月
十
四
日
（
土
）
午
前
十
時
よ
り

場
所

旧
粟
井
小
学
校
校
庭

［
＊
状
況
に
よ
り
対
応
。
］

【
十
一
月
十
七
日
】

■
「
作
東
の
農
業
の
変
遷
」

元
作
東
町
農
協
組
合
長

山
本
雄
一
郎
さ
ん
の
お
話

作
東
町
農
協
発
足

周
年
記
念
と
し
て
、

50

タ
イ
ト
ル
の
講
座
が
、
作
東
バ
レ
ン
タ
イ
ン
プ

ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講
師
は
、
山
本
雄

一
郎
さ
ん
で
、
農
協
の
歴
史
と
農
業
を
結
び
つ

け
な
が
ら
、
高
齢
を
感
じ
さ
せ
な
い
し
っ
か
り

し
た
口
調
で
話
さ
れ
ま
し
た
。
米
価
が
下
が

り
、
肥
料
な
ど
材
料
費
が
高
騰
す
る
中
、
あ
ら

た
め
て
農
業
協
同
組
合
の
存
在
意
義
を
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

併
せ
て
、「
作
東
の
農
業
の
変
遷
写
真
展
」
も

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

[

編
集
後
記]

い
よ
い
よ
師
走
、
令
和
四
年
も
終
わ
り
を
迎
え
る
。
粟
井
地
区
で
変
わ
り

だ
し
た
こ
と
そ
の
一
つ
が
、
旧
粟
井
小
学
校
を
粟
井
地
区
の
集
会
施
設
と
す
る
こ
と
、
閉

校
以
来
ほ
ぼ
８
年
が
経
過
し
て
の
決
定
で
あ
る
。
他
に
は
組
織
の
世
代
交
代
、こ
れ
が
う

ま
く
い
く
と
組
織
は
持
続
し
て
い
く
。
そ
れ
に
は
地
区
民
の
協
力
と
支
援
が
欠
か
せ
な

い
。
そ
の
第
一
歩
と
し
て
各
組
織
の
活
動
内
容
や
活
動
の
目
的
を
知
っ
て
欲
し
い
。

令
和
五
年
が
、
粟
井
地
区
に
と
っ
て
よ
り
良
い
年
に
な
る
よ
う
、
地
区
民
全
員
が
心
を

合
わ
せ
て
、
前
向
き
に
進
ん
で
い
き
た
い
。
ど
う
か
良
い
お
年
を
お
迎
え
下
さ
い
。


